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村
で
は
、
役
場
庁
舎
の
移
転

新
築
に
伴
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
的
に
、
行
政
事
務

の
０
∧
化
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
十
二
月
四
日
か
ら
、
最
新

の
分
散
処
理
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
活
用
に
よ
る
総
合
行
政
情
報

シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
る
行
　
　
は
か
る
た
め
、
村
で
は
昨
年
か
ら

政
事
務
の
簡
素
化
と
合
理
化
、
さ
　
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
検

ら
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
　
　
討
委
員
会
を
役
場
内
に
設
置
し
、

も
の
で
す
が
、
本
村
が
導
入
し
た

シ
ス
テ
ム
に
構
成
さ
れ
る
機
器

は
、
い
ず
れ
も
東
芝
製
の
中
央
処

理
装
置
で
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
、

磁
気
テ
ー
プ
装
置
、
漢
字
シ
リ
ア

リ
ン
タ
ー
各

一
式
、
レ
ー
ザ
ー
プ

同
シ
ス
テ
ム
の
総
事
業
費
は
、

デ
ー
タ
ー
パ
ン
チ
委
託
料
も
ふ
く

了
す
る
予
定
で
す
が
、
今
年
度
の

事
業
費
は
約
九
百
十
万
円
と
見
込

政
情
報
シ
ス
テ
ム
開
始
式
で
は
、

二
重
貢
村
長
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入

的
に
管
理
。
利
用
を
は
か
り
、
事

―
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
Ｏ
Ａ
化

な
ど
の
窓
回
事
務
が

一
本
化
さ
れ
、

の
短
縮
化
な
ど
に
そ
の
威
力
を
発

的
な
情
報
を
常
に
正
確
に
把
握
し
、

「

下 III111隷藤



(3)広 報ιチニ

―
―
―
ザ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
割
―
―
―

「相
内

の
虫
お
く
り
」
に
大
き
な
声
援

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
　
　
今
年
が
二
回
目
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
日
と
な
っ
た
今
年
の
芸
能

県
内
十
八
町
村
が
、
地
域
の
生
活
　
　
　
同
支
部
で
は
、
昨
年
か
ら
地
域
　
　
祭
は
、
午
後

一
時
か
ら
青
森
市
文

文
化
を
紹
介
し
、
都
市
部
住
民
と
　
　
の
活
性
化
対
策
に
テ
コ
入
れ
し
よ
　
　
化
会
館
に
八
団
体
、
約
二
百
五
十

交
流
を
進
め
よ
う
―
と
、
十

一
月
　
　

っヽ
と
、
地
域
の
青
年
た
ち
に
よ
る
　
　
人
が
参
加
し
て
、
地
域
に
伝
わ
る

二
十
三
日
、
青
森
市
文
化
会
館
で
　
　
ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
や
、
地
　
　
民
俗
芸
能
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

芸
能
祭

「ザ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
域
の
特
産
品
や
情
報
を
盛
り
込
ん
　
　
　
本
村
か
ら
は
、
「相
内
の
虫
お
く

こ
の
芸
能
祭
は
、
十
八
町
村
で
　
　
―
ド
の
作
成
な
ど
、
地
域
の
売
り
　
　
民
四
十
人
も
パ
ス
で
応
援
に
か
け

組
織
す
る
全
国
山
村
過
疎
地
域
振
　
　
込
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
き
ま
し
　
　
つ
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ト
ッ
プ
を

興
連
盟
青
森
県
支
部
が
主
催
し
、
　

　

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

っ
て
の

「太
刀
振
り
」
に
、
場

政
的
な
支
援
で
社
会
基
盤
の
整
備

疎
法
も
、
本
年
度
末
で
期
限
が
切

る
新
た
な
法
制
度
の
論
議
が
焦
点

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
共
に

手
を
携
え
て
き
た
十
八
町
村
が
今

祭

「ザ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
」
も
、

意
欲
的
に
取
り
組
み
、
野
菜
生
産

六
年
度
に
系
統
野
菜
販
売
目
標
額

安
定
基
金
協
会
が
開
い
て
い
る
も

マ
ト
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
ま

作
付

よ
う
と
、
野
菜
振
興
に
意
欲
的
で



北
欧
四
ヶ
国
の
福
祉
視
察
団
同
行
記
　
市
浦
村
総
務
課
長
　
一口同

・・私

　

隆̈
　
一二

さ

れ

て

い
る

が

、

北

欧

に

は

め

ず

別
さ
れ
る
が
、
参
考
ま
で
に
そ
の

◆
デ
イ
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
が

副
詞

圏

田

高
齢
者
に
と
っ
て
健
や
か
に
老

り
、
「高
度
な
料
理
法
」
か
ら

「現

代
絵
画
」
ま
で
多
岐
に
及
ん
で
い

司

飼

躙

囲

は

ク

リ

ス

マ

ス

バ
ザ

ー

等

で

即

売

し

て

い
る

が

、

ギ

フ
ト

シ

ョ

ッ
プ

「

嗣

酬

□

ン
な

ど

暖

い
国

へ
の
旅

行

も

実

施

ザ

ー

の
売

上

げ

な

ど

の
益

金

を

充

ビ
ス
が
あ
り
高
齢
者
や
身
体
障
害

二
人
の
医
師
が
出
張
診
療
に
あ
た

っ
て
い
る
。
昼
食
は
デ
ザ
ー
ト
付

い

つ
も

高

齢

者

が

自

己

表

現

（自

己

実

現

）

で
き

る

よ

う

手

助

け

し

◆

ナ

ー

ス

ィ

ン
グ

ホ

ー

ム

は

日

の

で
あ

る

が

、

中

味

は

六

つ
位

に

が

独

自

の

「
小

共

同

体

Ｌ

注

言

う

て

い
る

。

な

ぜ

な

ら

、

施

設

に

入

る

と

い
う

こ
と

は

「
最

後

の
手

段

」

が

か

か

っ
て

い
る

。

入

れ

）

が

あ

る

。

備

品

は

看

護

用
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一
必
要
に
応
じ
て
地
域
住
民

へ
の
食

栄
養
価
が
高
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

事
ま
で
用
意
し
、
選
択
の
幅
も
十

日

川

目

曰

病
弱
で
は
あ
る
が

一
人
暮
し
を

宿
舎
）
が
あ
る
。
ひ
と
間
の
ア
パ

ー
ト
が
二
百
十
室
、
ふ
た
間
が
三

に
な

っ
て
い
て
、
風
呂
、
台
所
、

電
話
な
ど
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の

種
の
ア
パ
ー
ト
は
非
常
に
需
要
が

タ
ー
の
利
用
が
で
き
る
ほ
か
、
必

現
在
二
百
六
十
八
名
の
方
が
入

居
し
て
い
る
が
、
家
賃
が
高
く
、

と
な
っ
て
居
り
、
入
居
者
は
国
か

か
ら
支
給
）
の
中
か
ら
毎
月
支
払

百

五

十

二
名

）

が

入

所

し

て

居

り

十

六

ヶ
所

も

あ

る

が

入

所

待

ち

が

は

、

男

七

十

一

・
六

歳

（市

浦

村

歳

（
市

浦

村

八

十

。
二

歳

）

で
本

る

と

施

設

の
中

は

幾

重

に

も

鍵

が

事

件

が

あ

っ
た

た

め

老

人

を

外

敵

ャ
ズ

な

ど

が

流

れ

、

明

る

く

楽

し
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等盛大に

|    |
-181

第1口回あすを拓くふるさとまつり

文化講演会・カラオケ

文
化
を
創
造
し
、
心
の
交
流
と
豊

か
で
活
力
の
あ
る
郷
土
の
発
展
」

会
場
で
は
、
日
常
生
活
用
品
や

介
し
た
ほ
か
、
安
い
価
格
で
品
物

を
提
供
、
地
元
産
業
と
文
化
面
へ

会
場
に
は
、
各
種
の
コ
ー
ナ
ー

御
所
原
田
泰
夫
九
段
を
講
師
に
招

い
て

「手
の
読
み
方
、
心
の
持
ち

郷
土
芸
能
と
創
作
劇
の
コ
ー
ナ

十

二

の
砂

山

保

存

会

や

相

内

芸

能

と

し

た

、

米

料

理

の
実

演

と
作

品

そ

の

ほ

か

、

金

木

地

区

交

通

安

た

く

さ

ん

の
出

場

者

が
あ

り

、

自

市

浦

海

洋

セ

ン
タ

ー

体

育

館

で

児

童

、

生

徒

、　

一
般

か

ら

募

集

し



交
通
事
故
防
止
に

三
色
も
ち
配
る

日
園
□
園
□

子針」「“晰刊̈
耗年（［〔辞　　赦一』叫鰤』いは一裁材″時

嘲晴一起「
一‐こ』”昴“けに調　　」へ色日れ」［。　クにつめて街

に
、
交
通
安
全

″
三
色
も
ち
″
を
　
　
も
手
伝
っ
て

「安
全
運
転
を
し
て

配
っ
て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
　
　
く
だ
さ
い
」

「
ン
ー
ト
ベ
ル
ト
を

こ
の
ほ
ど
民
生
児
童
委
員

の
改
選

が
行
わ
れ
、
前
任

の
十
三
名
全
員
が

再
任
と
な
り
、
十
二
月

一
日
付
け

（

任
期
三
年
）
で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

どうぞよろし<
新民生児童委員決 まる

三和ヨシミさん  吉 田 ち やさん

村上 ヨシヱ さん  村 元 セ ツさん

工藤嘉四蔵さん  石岡ツルヱさん

湯 浅 うめさん 梶 浦 ミナさん  有 馬 正 年さん

大田地区で振興祭

と
し
た
、
大
田
地
区
振
興
祭
が
十
　
　
　
△‘
場
で
は
、
今
年
の
秋
収
穫
さ

種
雄
牛
重
ハ毛
和
種
Ｙ
一頭
を
購
入

―
―
市
浦
村
農
協
―
―

購
入
さ
れ
た
種
雄
牛

小さな和を大切に…

成 田 ユ リさん
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つ
ま
り
十
三
湊
安
藤
氏
の
先
祖

安吉八やすはる）　
　
　
赫̈な」」しヽな焼『“〔いわ

『
秋
田
家
系
図
」
に
は

「安
　
　
ら
れ
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

国
」
の
次
に

「安
東
」
を
並
べ
　
　
藤
崎
町
の
八
幡
宮
の
藤
井
さ
ん

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
Ｆ
こ
の
　
　
の
系
図
で
は
、
安
国
―
安
東
と

人
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
し
く
　
　
あ
た
か
も
安
国
の
子
息
に
安
東

説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

　

と
い
う
人
が
い
た
よ
う
に
書
か

や
は
り
初
め
に

「安
日
が
子
　
　
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で

孫
」
と
清
密
妥
て
い
ま
す
。
伝
　
　
は
年
代
が
合
い
ま
せ
ん
。
し
か

承
の

「
安
日
専
」
の
子
孫
な
の
　
　
も
、
前
号
で
お
話
し
た
よ
う
に

で
す
が
何
代
目
と
い
う
こ
と
は
　
　
「安
国
」
に
は

「安
日
が
子
孫
」

書
か
れ
て
い
ま
す
。
次
に

「安

崇
神
天
皇
治
政

の
人

「安
東
」
は
、
第
十
代
崇
神

る

の

に

、

安

日
彦

・
安

国

・
安

す

。

ど

う

考

え

て

も

安

日
彦

と

安

東

と

の
間

に

五

、

六

人

の
先

祖

が
欠

け

て

い
る

と

し

か
考

え

ら

れ

ま

せ

ん
。

ま

あ

、

系

図

を

り
え
た
先
祖
を
並
べ
た
も
の
で

崇
神
天
皇
は
、
御
問
城
入
彦

ｉ
十
界
藤
と
か
鶴
壁
町
鷲
雲
と

化

天
皇

の
皇

子

で

、

大

和

朝

廷

治

政

十

年

（
紀

元

前

八

八

、

今

と

で
す

の

で

、

安

日
安

東

は

そ

の

こ
ろ

の
人

物

と

な

る

わ

け

で

安
東
夷
狭
の
乱
を
平
定
す

エ
ミ
シ
が
大
和
朝
廷
に
そ
む

い

て
暴
動
を
起

こ
す

こ
と
が
度
た

多
倍べ
将
軍
叫
服
従
を
遺
わ
し
て

強

大

で
、

安

倍

将

軍

の
軍

勢

は

安

倍

将

軍

は

、

第

八

代

孝

元

将

軍

、

安

倍

姓

の
元

祖

、

崇

神

天
皇

の
御

伯

父

）

の
御

子

建

沼

河

別

命

（
四

道

将

軍

）

を

い

い

平

洋

側

の
人

び

と

を

指

し

て

い

安

東

浦

等

に
大

勢

力

を

張

っ
て

い
た
安

日
彦

の
後

孫

の
安

東

が

将

軍

の
も

と

に
馳

せ

つ
け

、

「

私

は
安

日

王

の
子

孫

で

、

そ

の

昔

神

武

帝

の

お
怒

り

に
触

れ

て

、

が

将

軍

に
味

方

し

て
逆

徒

を

た

や

す

く

追

討

い
た
し
ま

し

ょ

つ
」。

と

申

し

上

げ

ま

し

た
。

安

倍

将

天

皇

に
事

情

を

申

し

上

げ

て

、

そ

の
許

し

を

得

て

、

安

東

に

エ

ミ

シ

の
征

伐

を

命

し

ま

し

た
。

安

東

と

い
う

人

は

、

た

い

へ

ん

な

勇

猛

を

も

っ
て
特

に

馬

に

の
で
す
か
ら
、
凶
賊
が
戦
わ
ず

し
て
皆
安
束
の
も
と
に
降
参
し

安
倍

の
姓
を
賜
う

郡

司

安

倍

頼

時

に
ま

で
発

展

し

上

図

は

、

本

年

八

月

当

村

「

安

倍

・
安

東

氏

展

」

に
陳

列

さ

れ

た

、

現

当

主

秋

田

一
季

氏

所

蔵

の

「
御

系

図

」

巻

物

と

入
箱
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す
こ
や
か
日
記

吉

田
均

さ

ん

（
相

内

）

長
男

峰
敏
ち
ゃ
ん⌒

四

歳

）

早

く

来

い
お

正

月

。

お

年

二

た

税の何でも相談

海技免状をお持ちの皆さんヘ

え申請書②写真票③写真1葉 (た

中小企業経営安定のために

平成2年度訓1練生募集
―県立障害者職業訓練校―

合
格
お
め
で
と
う

商
工
会
珠
算
検
定
試
験

第

８３
回

全

国

商

工
会

珠

算

検

定

試

験

が

十

一
月

十

八

日

午

後

一
時

か

ら

各

小

学

校

に

お

い
て
開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

の
受

験

者

数

は

五

十

三

名

で
し

た

が

、

合

格

者

は

▽

二
級

　

山

田

真

奈

美

、

成

田

利

香

、

成

田

千

夏

子

、

大

田
真

由

美

、

笹

山

悦

子

、

武

田

一
哉

（
辻

分

珠

算

塾

）
渋

谷

祐

一
郎

（
浦

田

塾

）▽

三
級

　

木

津

谷

恵

、

山

田

さ

く

ら

（
辻

分

珠

算

塾

）
中

井

勝

海

（
浦

田
塾

）

▽

四
級

　

梶

浦

麻

理

子

⌒
浦

田

塾

）▽

五
級

　

石

岡

麻

紀

子

（
辻

分

珠

算

塾

）
豊

島

正

樹

、

相

川
和

哉

（
浦

田
塾

）

▽

六

級

　

成

田

志

穂

子

、

葛

西

真

也

（
辻

分

珠

算

塾

）

▽

七

級

　

相

坂

友

人

（
浦

田
塾

）

▽

八

級

　

川

内

美

晴

、

三

上

貴

宏

⌒
辻

分

珠

算

塾

）
梶

浦

美

彩

子

、

相

川

潔

考

、

亀

田

幸

季

（
浦

田

塾

）

▽
九

級

　

成

田

和

友

、

大

田

麻

美

、

木

津

谷

茜

⌒
辻

分

珠

算

塾

）

秋

田

圭

美

（
浦

田

塾

）
鳴

海

玲

奈

（
相

内

小

）

▽
十

級

　

安

保

多

枝

子

、

三

和

沙

織

⌒
辻

分

珠

算

塾

）
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